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コロナ禍 て、、実 施 て、、きな い 年 が 続 い て い た こともあ り、今 年 は 久 しぶ りの 海 水 浴 とな りました 。子 どもた ち に とっても、数 年 ぶ りの

待 ち に待 った 海 遊 び 。当 日 は 皆 、行 く前 か らワクワクな 表 情 が 隠 し切 れ ませ ん 。「海 行 くよ」と声 を掛 け られ ると、水 着 に着 替 え、浮

き輪 や ボ ー トを膨 らまし・•・。子 どもた ち は 、職 員 が 準 備 を進 め て い る横 で 、「まだ あ ? 」「早 く行 こうよ ! 」と待 ちきれ な い様 子 で した。

目 的 地 の 海 岸 へ 到 着 して か らは 、まず しっか りと準 備 体 操 を して、バ デ ィを組 ん で 、い ざ 海 へ ! ! は じめ は 、慣 れ な い 砂 浜 や 大 きな

波 を前 に して職 員 に くっつ い て い る子 もい ま した が 、次 第 に海 の 楽 しさ に夢 中 に な り、怖 が る ことな く海 の 中 へ 入 って い きます 。真

夏 の 晴 れ 空 の 下 、ひ たす ら浮 き輪 で プ カ プ カ浮 か ん て、'い る子 や 、思 い っき り泳 い で い る子 、水 をか け あ って い る子 と、み ん な とて

も楽 しそうな様 子 て'' した 。子 どもも職 員 も、お 互 い び しょぬ れ にな って遊 び ました。

た くさん 遊 ん だ 海 遊 び の 途 中 で は 、近 くの 海 の 家 で か き氷 を 買 い 、ひ と休 憩 。暑 い 中 で 食 べ るか き氷 に、み ん な 良 い 笑 顔 て、' した 。

海 で 食 べ るか き氷 は な ん て お い しい だ と言 わ ん ば か りの 表 情 。カラフル に染 まった 舌 を、こち らへ 見 せ てくれ る子 もい ましたね ！

た くさん 遊 ん だ あ とで も、帰 り際 の 子 どもた ち は 、「もっともっと海 で 遊 ん で い た い ！」「あ と少 しだ けて、'もい い か ら！」とまだ まだ 遊

び 足 りな い様 子 て'' した が 、夕 方 に は海 をあ とに しました 。遊 ん で い る時 の 子 どもた ちの 体 力 に は 、本 当 に驚 か され ます 。また 来 年

の 夏 休 み も、み ん な で い っぱ い 遊 ん で 、楽 しく過 ごせ ます ように ！夏 の 海 を遊 び 尽 くして・、素 敵 な 思 い 出 が ひ とつ 増 えた 海 水 浴 で

した 。 担 当

ふれあい祭

苦情解決相談 員 海老原様

和 5 年 度 より 苦情 解 決 相 談 員 をお願 い致 しました。

海 老 原 様 です。 よろしくお願 い致 します。
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3 年間 の部活動 を振 り返 っ て辞 め ずに頑 張れ た のは ど う して ?

に さん

A さん

辞め ようと思 った ことは、沢山ある。 3 年生の時には、 キャプテ ンを務 めま

何度 も辞めたい と思 ったけど、先生 とメ ンバーが好 きだったか ら。

中学3年生 部活動3年間を終 えてのインタビュー

s さん 部活の先輩たちに迷惑 も掛 けた くない し、 自分が後輩 に教 えられ ることを しっか りと教 えたかったか ら。 自分

たちは先輩たちに十分教 えて もらわず に困 った ことがあったので、後輩たちがそ うな らない ようにしたかった。

R さん 部活動 の先輩や仲間たちがいたか ら。先輩や仲間、先生 も信頼 できた。

3 年間 の部活動 を振 り返 っ て一番 の思 い出 は何 ですか ?

K さん 総体 の最後 の試合で ヒッ トを打 った こと。打球 は少 し詰 まったが ヒッ トになって、ホームに帰 ってきた こと。

点 に繋がって嬉 しかった。勝 てればもっと良かったけど。

A さん 総体。 自分 のベス トを出 し切 る事が出来たか ら。す ご くいい思い出になった。

$ さん 一番 は後輩が入 って きた時。色々なことを考 えたので印象深 い。そのほかにも、部活の仲間 とのスイカ割 りを

したの も楽 しかった。最後 の総体では負 けて しまったけど、や り切 った感 じは している。試合後 のチームの雰

囲気が楽 しかった。

R さん 「鴨川 中学校 との練習試合」めちゃ くちゃ多 くて、 1 0 回以上 は練習試合 した こと。鴨川中だけとの練習試合 だ

と、相手の様子がわかって しま うし、 自分 たちのこともわかって しま う。 もう少 し他 の中学校 ともや ってみた

かった。

3 年間 の部活動 を振 り返 っ て感 謝 する人 や物 は ?

に さん 一緒 に戦 ってきた後輩たち • 同期。3 年間や りきれたのは、仲間がいたか ら。 i *

A さん 先輩や今 まで支 えて くれた先生たち。

s さ ん • 同 じ部の同級生。その子 に誘われて野球部の見学へ行 き、入部す るきっかけになった帝 ら。

• 朝早 くか らお弁当を作 って くれた り、送迎 して くれた りす る学園の先生方。

• 顧問の先生。1 年生の ころか ら色々教 えて くれた り、体 んだ ときに励 ま して くれたか ら。

• 後輩たち。おかげで試合 に出て活動す ることがで きた。

R さん • 人だった ら ー 顧問の先生。部活動 3 年間すべて顧問の先生が違 った。それぞれの先生 との思い出がある。

• 物だった ら ー 総体 の時 に後輩たちが作 ってプレゼ ン トして くれた

「うちわ」 と 「キーホルダー」 うちわの装飾がめっちゃす ごいんだ よ。かわいいんだ よ。

3 年間 で頑 張れ た部活動 、 この先 も続 け てい きますか ?

にさん 野球部 には入 らない。高校では、バスケ部 に入 りたい と考 えている。野球 は、自分 としてはや り切 った と思 う。

A さん いかない。 もう無理です。

s さ ん  高校では、野球部 には入 らない と思 う。バ ドミン トン部や写真部 に興味があるので入 ってみたい。野球部のマ

ネージャーは少 し考 えた ことがあるけど、 どうだろ う…。入 らないか も。

R さん 高校生 になった ら、一定程度 の成績 をキープして、アルバ イ トを したい。

スマー トフォンも持ちたい し。ただ、部活動 にも興味がある。中学の時になかった卓球部 に入 りたいかな • … 。

本 当は、中契 哩 も卓球がや りたかったけど、中学校 の部活動 には無かったか ら。それか ら、陸上部か野球部

のマネー竜 アや味0 てみたいかな。いろいろや ってみたい ことがあ り迷 って しま うが、お部屋 の先生 に話 を

聴 いて も, した りしてお り、いろんな ことに挑戦 してみたい。

鼻 員 か ら

3 年 間 苦 しいことや辛 いことが沢 山あったと思 います。諦 めずによく諷 彊 りました !

沢 山の人 に支 えられてきたことを忘 れず、これからも前 向巻に讀 彊 ってください ! み んな応 援 しています。
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